
 

 

～りんご花まつり～
　日本一のりんご生産量を

誇る本市の「りんご花まつ

り」が、５月７日から１６日

までの間、市内清水富田の市

りんご公園で開かれました。

流しりんごラーメンも登場（15日）

べ
て

ん
ご
の

し
も
う

べ
て

ん
ご
の

し
も
う

　
こ
の
ま
つ
り
は
、
り
ん
ご
の

花
を
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て

活
用
し
て
り
ん
ご
産
業
の
振
興

を
図
ろ
う
と
、
弘
前
さ
く
ら
ま

つ
り
に
続
く
春
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
毎
年
開
か
れ
て
い
ま
す
。

　
５
・
２
㌶
あ
る
園
内
に
は
、

６５
品
種
約
１
２
０
０
本
の
り
ん

ご
の
木
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
低
温
の
影
響
で
開
花

が
遅
れ
、
ま
つ
り
初
日
は
ほ
と

ん
ど
赤
い
つ
ぼ
み
で
し
た
が
、

早
生
種
の
「
彩
香
」で
は
可
れ

ん
な
花
が
咲
き
始
め
て
い
ま
し

た
。

　
開
会
式
で
は
、
保
育
園
児
が

弘
前
り
ん
ご
Ｐ
Ｒ
ソ
ン
グ
「
ト

コ
・
ド
ッ
コ
イ
弘
前
り
ん
ご
」

に
あ
わ
せ
た
踊
り
を
披
露
し
、

　
４
月
２２
日
か
ら
１
泊
２
日
の

日
程
で
、
農
家
民
泊
し
な
が
ら

農
作
業
体
験
な
ど
を
す
る
フ
ァ

ー
ム
ス
テ
イ
で
本
市
を
訪
れ
た

の
は
、
北
海
道
北
広
島
市
立
西

部
中
学
校
の
３
年
生
５２
人
で
す
。

　
市
内
賀
田
の
岩
木
文
化
セ
ン

タ
ー
「
あ
そ
べ
ー
る
」で
入
村

式
が
開
か
れ
、
葛
西
憲
之
市
長

と
田
中
会
長
の
歓
迎
の
あ
い
さ

つ
後
、
生
徒
た
ち
は
受
け
入
れ

先
の
農
家
１５
人
と
対
面
。
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
農
家
と
一
緒

に
移
動
し
た
後
、
米
の
苗
作
り

や
枝
豆
の
播
種
作
業
、
り
ん
ご

の
苗
木
の
植
え
付
け
な
ど
の
農

作
業
を
手
伝
い
な
が
ら
、
農
業

の
楽
し
さ
や
厳
し
さ
を
感
じ
取

っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
弘
前
里
山
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は

今
後
、
４
校
の
フ
ァ
ー
ム
ス
テ

イ
と
農
作
業
体
験
を
受
け
入
れ

る
予
定
で
す
。

葛
西
憲
之
市
長
や
農
業
団
体
な

ど
関
係
者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
い
、
開
幕
を
祝
い
ま
し
た
。

　
ま
つ
り
期
間
の
週
末
に
は
、

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
運
行
や
乗
用
草
刈
機

な
ど
の
試
乗
体
験
も
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
の
人
気
を
集
め
た
ほ

か
、「
り
ん
ご
ラ
ー
メ
ン
」の
麺

を
流
し
そ
う
め
ん
風
に
味
わ
う

「
流
し
り
ん
ご
ラ
ー
メ
ン
」や
巨

大
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
づ
く
り
、
り

ん
ご
の
草
木
染
め
や
押
し
花
体

験
な
ど
り
ん
ご
に
ち
な
ん
だ
イ

ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、
訪
れ
た
人

た
ち
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
授
粉
体
験
や
り
ん
ご

選
果
場
へ
の
無
料
見
学
ツ
ア
ー

も
行
わ
れ
、
参
加
し
た
人
た
ち

が
り
ん
ご
の
栽
培
や
出
荷
作
業

な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

弘前里山ツーリズム会員募集

　本市を訪れる人に農山村の魅力

を伝えるグリーン・ツーリズム活

動に興味のある方、又は受け入れ

てみたいという方はお問い合わせ

ください。

■問い合わせ先  弘前里山ツーリ
　ズム事務局  ☎８３－２３２４  

写真上：体験を終え、旅立ち間際まで語り合う農家
と生徒たち。写真下：苗作り作業に励む生徒たち。

心
の
交
流 

今
年
も

弘
前
里
山
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

体
験
受
け
入
れ
始
ま
る

　
農
作
業
体
験
な
ど
の
交

流
活
動
を
通
じ
て
地
域
活

性
化
に
取
り
組
む
弘
前
里

山
ツ
ー
リ
ズ
ム
︵
田
中
幸

樹
会
長
︶
の
、
今
年
度
の

体
験
受
け
入
れ
が
始
ま
り

ま
し
た
。
第
一
陣
と
し
て
北
海
道
の
中
学
生
が
訪

れ
、
農
村
の
暮
ら
し
を
体
験
し
な
が
ら
農
家
と
の

交
流
を
深
め
ま
し
た
。
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農 業 ひ ろ さ き

◆
ま
え
が
き

　「
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策

を
国
家
戦
略
の
一
つ
と
し
て
位

置
付
け
」、「
国
家
の
最
も
基
本

的
な
責
務
と
し
て
、
食
料
の
安

定
供
給
を
将
来
に
わ
た
っ
て
確

保
」す
る
こ
と
等
を
掲
げ
、
国

の
役
割
を
明
確
に
す
る
と
と
も

に
、「
国
民
全
体
で
農
業
・
農
村

を
支
え
る
社
会
」の
創
造
を
目

指
す
こ
と
が
必
要
と
宣
言
し
て

い
ま
す
。

◆
基
本
的
な
方
針

　「
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
導

入
」、「『
品
質
』、『
安
全
・
安
心
』

と
い
っ
た
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
適

（
か
な
）っ
た
生
産
体
制
へ
の
転

換
」、「
６
次
産
業
化
に
よ
る
活

力
あ
る
農
山
漁
村
の
再
生
」と

い
う
新
た
な
理
念
に
基
づ
く
施

策
を
基
本
に
、
各
般
の
施
策
を

一
体
的
に
推
進
す
る
政
策
体
系

に
農
政
を
大
転
換
さ
せ
、
食
料

自
給
率
を
５０
％
（
供
給
熱
量
ベ

ー
ス
）に
引
き
上
げ
、「
食
」と

「
地
域
」の
早
急
な
再
生
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◆
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
に

関
す
る
施
策

　「
後
始
末
よ
り
未
然
防
止
」の

考
え
方
を
基
本
と
し
、食
の
安
全

や
消
費
者
の
食
に
対
す
る
信
頼

を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
Ｇ
Ａ
Ｐ（※

１
）、Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ（※

２
）、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
（※

３
）の
取
組
の
拡
大

や
、リ
ス
ク
管
理
機
関
を
一
元
化

し
た
食
品
安
全
庁
等
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

◆
農
業
の
持
続
的
発
展
に
関
す

る
施
策

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
す
る

た
め
に
は
、
行
政
の
努
力
は
も

ち
ろ
ん
、
国
民
の
皆
様
一
人
ひ

と
り
の
理
解
と
行
動
が
重
要
と

な
り
ま
す
。
基
本
計
画
の
全
文

は
、
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

払
制
度
や
農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
等
の
今
後
の
あ
り

方
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　
さ
ら
に
農
山
漁
村
活
性
化
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
で
、

将
来
像
の
明
確
化
等
を
行
い
、

関
係
府
省
が
連
携
し
て
関
連
施

策
に
取
り
組
む
仕
組
み
を
構
築

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

農
業
と
第
２
次
・
第
３
次
産
業

の
融
合
等
に
よ
り
、
農
山
漁
村

に
由
来
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど

の
あ
ら
ゆ
る
資
源
と
産
業
と
を

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
一
読
く
だ
さ
い
。

■
基
本
計
画
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
先
　
農
林
水
産
省
大
臣
官

房
政
策
課
☎
０３
・
３
５
０
２
・

８
１
１
１
（
代
表
）

結
び
つ
け
、
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開

と
新
た
な
業
態
の

創
出
を
促
し
て
い

く
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
厳
し
い

農
村
の
現
状
を
踏

ま
え
、
集
落
機
能

の
維
持
と
地
域
資

源
・
環
境
の
保
全

の
観
点
か
ら
、
中

山
間
地
域
直
接
支

　
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
創
設

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

農
業
生
産
の
コ
ス
ト
割
れ
を
防

ぎ
、
意
欲
あ
る
す
べ
て
の
農
業

者
が
将
来
に
わ
た
り
農
業
を
継

続
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
も

の
で
す
。

　
ま
た
、
改
正
農
地
制
度
の
着

実
な
推
進
な
ど
に
よ
り
、
現
状

の
農
地
面
積
４
６
１
万
㌶
の
維

持
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
農
業
生
産
基
盤
整
備
に
つ

い
て
は
抜
本
的
な
見
直
し
を

し
、
新
た
な
展
開
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

◆
農
村
の
振
興
に
関
す
る
施
策

　
農
業
・
農
村
の
６
次
産
業
化

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

農 業 ひ ろ さ き （２）2010年（平成22年）６月１日 第52号

 

新
た
な
「
食
料
・
農
業
・

　
　
　

  

農
村
基
本
計
画
」
に
つ
い
て

　
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画︵
以
下
、﹁
基
本
計
画
﹂

と
い
う
︶は
、﹁
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
﹂︵
平
成
11

年
制
定
︶に
基
づ
き
、今
後
10
年
程
度
を
見
通
し
て
、

食
料
・
農
業
・
農
村
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
方
針
等
を
定
め
る
も
の
で
す
。
同
計
画
は
お

お
む
ね
５
年
ご
と
に
変
更
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

今
回
は
３
回
目
の
策
定
と
な
り
ま
す
。

〇
基
本
計
画
の
内
容
に
つ

　
い
て

〇
お
わ
り
に

※１「ＧＡＰ（農業生産工程管
理）」…農業者自らが、農作業
の点検項目を決定し、点検項
目に従い農作業を行い、記録
し、記録を点検・評価し、改善
点を見出し、次回の作付けに
活用するという一連の「農業生
産工程の管理手法」のこと
※２「ＨＡＣＣＰ（危害分析重
要管理点）」…原料の入荷から
製造・出荷までの全ての工程
において、あらかじめ危害を予
測し、その危害を防止するため
の重要管理点を特定して、その
ポイントを継続的に監視・記録
するシステム
※３「トレーサビリティ・システ
ム」…食品がどこから来てどこへ
行ったかわかるようにする
もの

写
真
上
：
４
月
２３
日
の

南
口
券
売
所
付
近
、

写
真
下
：
５
月
５
日
の

天
守
閣
入
り
口
に
お
け

る
配
布
の
模
様

　「弘前りんご」の消費拡大に向けて
弘前りんごの会（会長・葛西憲之市長）
が、弘前さくらまつりを訪れた花見客
へりんごやりんごジュースをプレゼ
ントしました。 
　まつり初日の４月 23日には、葛西
市長とミス桜３人が弘前城築城４０
０年祭を記念したりんごジュース４
００本を、「りんごを食べる日」の５月
５日には、市職員が「ふじ」４００個を
それぞれプレゼント。思いがけないり
んごのおもてなしに花見客は大変喜
んでいました。 
　また、まつり期間中、市役所前庭に
おいてりんごジュース直売所を設置
し、訪れた人たちが試飲しながら買い
求めていました。 



農
地
利
用
状
況
調
査
実
施
中

農 業 ひ ろ さ き 2010年（平成22年）６月１日（３） 第52号

　
こ
の
改
正
で
は
、
農
地
の
効

率
的
な
利
用
が
所
有
者
な
ど
権

利
を
持
っ
て
い
る
人
の
責
務
と

な
り
、
相
続
な
ど
に
よ
り
農
地

の
権
利
を
取
得
し
た
人
の
届
出

義
務
や
、
あ
っ
せ
ん
申
出
制
度

な
ど
、
農
地
が
効
率
的
に
利
用

さ
れ
る
よ
う
改
正
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
転
用
規
制
の

強
化
と
と
も
に
法
人
が
無
断
転

用
を
行
っ
た
場
合
の
罰
則
規
定

も
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
調
査
は
、
管
内
す
べ
て
の
農

地
に
つ
い
て
農
業
委
員
が
農
地

を
巡
回
し
、
適
正
か
つ
効
率
的

に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
調
べ
る

も
の
で
す
。

　
調
査
の
結
果
、
無
断
転
用
等

の
不
適
切
利
用
や
耕
作
放
棄
地

等
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場
合
に

は
、
農
業
委
員
会
が
行
う
指
導

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
一
時
的
で
あ
っ
て
も
農
地
を

耕
作
以
外
の
目
的
に
使
用
（
農

地
転
用
）し
た
い
と
き
は
、
必

ず
許
可
を
得
て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
転
用
許
可
が
出
な
い
農

地
が
あ
り
ま
す
の
で
、
許
可
申

請
の
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
耕
作
を
続
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
と
き
は
、
効
率
的
に

利
用
し
て
く
れ
る
人
に
耕
作
し

て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

農
地
の
受
け
手
が
見
つ
か
ら
な

い
と
き
は
、
お
早
め
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
　
農
業
委
員

会
農
地
係
（
市
岩
木
庁
舎
☎

８２
・
１
６
３
８
）又
は
、
最
寄

り
の
農
業
委
員
ま
で

 

集団農地のうち、農用地区域外に隣
接する農地であれば、担い手により
利用集積され、又は今後、利用集積
されることが見込まれるものであっ
ても除外が可能となっていました。

農用地区域内の農地について、
担い手への利用集積に支障を及
ぼす恐れがある場合には、農用
地区域からの除外を行うことが
できません。

これまで これから

３年以下の懲役、又は300万
円以下の罰金（法人は300万
円以下の罰金）

３年以下の懲役、又は300万
円以下の罰金（法人は1億円
以下の罰金）

６か月以下の懲役、又は30万
円以下の罰金（法人は30万
円以下の罰金）

３年以下の懲役又は300万円
以下の罰金（法人は1億円以
下の罰金）

これまで事　　項 これから

違 反 転 用 に
おける原状回
復 命 令 違 反

違 反 転 用

農
地
は
効
率
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

農
地
利
用
状
況
調
査
実
施
中

　

市
農
業
委
員
会
で
は
昨
年
の
農
地
法
の
改
正
を
踏
ま

え
、
年
１
回
の｢

農
地
利
用
状
況
調
査｣

を
実
施
す
る
こ
と

と
し
、６
月
を
調
査
実
施
期
間
と
定
め
ま
し
た
。

◆調 査 の 重 点 項 目◆

①不適切な利用(無断転用)がなされている農地の 

　有無 

②耕作が放棄されている農地の有無

③周辺の農業経営に支障を与えている農地の有無 

④指導を行った遊休農地の耕作再開等の確認 

⑤一般企業が耕作を行っている農地の確認

農用地区域からの除外が厳しくなりました。

違反転用等に対し、これまでよりも重い罰金が課せられます。

■詳しくは農業委員会農地係 ☎８２－１６３８へ

農
地
転
用
の
規
則
、

違
反
転
用
に
対
す
る

罰
則
が

強
化
さ
れ
ま
し
た
。

農
地
制
度
が

変
わ
り
ま
し
た
！

農業に燃えるワゲモノたち
集まれ!

 
 

写真は、勉強会の様子

農業に燃えるワゲモノたち
集まれ!弘前地区農村青少年連絡協議会

（弘前４Ｈクラブ）会員募集

　「弘前４Ｈクラブ」 

は、農業をがんばっ

ている若者や、これ

から農業に取組もう

とする若者同士が話

し合ったり、勉強し

たり、とにかく何で

も楽しくやってみようというグループです。

　全国、東北及び県内各地の４Ｈクラブ員と交流す

る機会もあり、仲間づくりと視野が広がる良い機会

にもなりますので、参加してみませんか。 

　興味のある方、加入してみたい方や詳しく知りた

い方は、お問い合わせください。 

次のような目的があり、グループ活動によって一層たく
ましくなります。 

◎ＨＥΑＤ-科学的に考える頭脳を鍛える。 

◎ＨΑＮＤ(Ｓ)-実行するための技術を磨く。 

◎ＨＥΑＲＴ-友情に富む心を育む。 

◎ＨＥΑＬＴＨ-働くための健康を養う。 

『４Ｈクラブ』の『４Ｈ』

■問い合わせ先…中南地域県民局地域農林水産部農

業普及振興室 担当白川 ☎34ー２１３６ 

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
十
面
沢
農
村
公
園
前
広

場
に
会
員
２０
人
で
飾
り
付
け
、
４

月
２５
日
か
ら
５
月
８
日
ま
で
掲
げ

ま
し
た
。
鯉
の
ぼ
り
は
大
き
い
も

の
で
約
５
㍍
あ
り
、
赤
や
青
、
金

な
ど
色
と
り
ど
り
の
３４
匹
が
春
風

に
な
び
き
、
地
域
の
人
の
心
を
和

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　
工
藤
会
長
は
「
こ
の
活
動
で
よ

り
地
域
が
元
気
に
な
っ
て
く
れ
れ

ば
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　
同
会
で
は
不
要
の
鯉
の
ぼ
り
を

無
償
で
譲
っ
て
ほ
し
い
と
の
こ

と
。
提
供
を
希
望
す
る
方
は
☎
０

９
０
（
１
０
６
３
）２
９
１
８
工

藤
さ
ん
ま
で
連
絡
を
。

　
不
要
に
な
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を
集

め
、
ま
と
め
て
揚
げ
て
地
域
を
元

気
に
し
て
い
こ
う
と
十
面
沢
大
地

の
会
（
工
藤
武
範
会
長
）が
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
前
会
長
の
発
案
に
よ
る
こ
の
取

り
組
み
は
、
今
年
で
８
年
目
。
同

会
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
稲
わ
ら
や

り
ん
ご
の
絞
り
か
す
な
ど
の
地
域

資
源
を
活
用
し
た
た
い
肥
づ
く
り

な
ど
、
地
域
活
性
化
に
向
け
た
活

工藤会長

鯉
の
ぼ
り
で
地
域
を
元
気
に

十
面
沢
大
地
の
会
が
取
り
組
む

地
域
活
性
化
活
動



　
農
業
者
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
毎
年
６
月
中
に
「
現

況
届
」を
提
出
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
現
況
届
」

は
５
月
末
頃
に
農
業
者
年
金
基

金
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、

住
所
、
氏
名
を
自
署
の
上
、
お

住
ま
い
の
各
地
区
農
業
委
員
会

窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
提
出
が
な
い
と
年
金
の
支
給

が
停
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
現
況
届
の
提
出
先

【
弘
前
地
区
】農
業
委
員
会
弘
前

分
室
（
市
役
所
新
館
２
階
窓
口

２
５
３
）

【
岩
木
地
区
】農
業
委
員
会
事
務

局
（
岩
木
庁
舎
１
階
）

【
相
馬
地
区
】農
業
委
員
会
相
馬

分
室
（
相
馬
庁
舎
２
階
）

　
市
で
は
、
農
業
振
興
の
た
め

に
利
用
・
保
全
す
べ
き
土
地
を

『
農
用
地
区
域
』（
耕
作
し
て
い

な
い
農
地
も
含
む
）と
し
て
設

定
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
区
域
内
の
農
用
地
を
住

宅
用
地
や
農
業
用
施
設
用
地

（
倉
庫
、
資
材
置
き
場
な
ど
）と

い
っ
た
耕
作
以
外
の
目
的
に
使

用
す
る
場
合
は
、
市
が
設
定
し

て
い
る
区
域
か
ら
除
外
す
る
な

ど
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

■
問
い
合
わ
せ
先
　
農
業
委
員

会
事
務
局
農
政
係
（
岩
木
庁
舎

☎
８２
・
１
６
３
８
）

す
。

　
農
振
除
外
の
手
続
き
は
約
６

か
月
以
上
の
期
間
を
要
し
ま

す
。
ま
た
、
８
月
２
日
を
過
ぎ

ま
す
と
、
次
回
分
は
１１
月
１
日

が
締
切
り
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
受
付
・
相
談
は
、
農

用
地
の
所
在
す
る
各
地
区
の
担

当
課
窓
口
で
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

【
弘
前
地
区
】農
林
部
弘
前
分
室

農
政
り
ん
ご
係
（
市
役
所
☎

３５
・
１
１
２
４
）

【
岩
木
地
区
】農
政
課
計
画
推
進

係
（
岩
木
庁
舎
☎
８２
・
１
６
３

５
）　
　
　
　

【
相
馬
地
区
】総
務
課
農
林
係

（
相
馬
庁
舎
☎
８４
・
２
１
１
１

内
線
８
４
１
）

「果樹共済総合一般方式」あらゆる自然災害、
鳥獣害等に備えて

【対象となる災害】風害・ひょう
　害・凍霜害や水害・地震などの
　自然災害に加え、鳥獣害等によ
　って果実に損害を受け減収した
　場合。
【対象となる被害の割合】左表の
　類ごとに３割を超える被害から
　共済金が支払われます（加入方
　式によって異なります）。
【加入申込み締切り】平成２２年
　７月５日まで 。
【奨励措置等】２３年産の加入に
　ついて、農家負担額（賦課金を
　除く）の１５％を市が助成しま
　す。
■問い合わせ先　ひろさき広域農業
　共済組合☎２８－５７００

 

水田農家の皆様へ！

戸別所得補償モデル対策の
受付が始まりました。

●我が国の食料自給率向上と農業の再生を

　目指す対策です。

●加入申請期限は、６月３０日です。

●ご相談は、弘前市水田農業推進協議会、

　農協等、又はお近くの農政事務所まで。

■問い合わせ先 青森農政事務所

　　　　　　　　農政推進課（青森市）

　☎ 0 1 7 - 7 7 7 - 3 5 1 2 内線３３１  

日 時：７月４日（日）（雨天決行） 
午前10時 市立観光館バスプール出発 

午後  ５時 市立観光館バスプール解散

日 時：７月４日（日）（雨天決行） 
午前10時 市立観光館バスプール出発 

午後  ５時 市立観光館バスプール解散

爽やかな青空の下、

出会いが

待っています。 

◆内　容…市内弥生にある「藤田観光さくらんぼ

　　　　　園」でさくらんぼ狩りを楽しんだ後、

　　　　　鰺ヶ沢町の「ナクア白神ホテル＆リゾ

　　　　　ート」でバーベキューを食べながらの

　　　　　交流パーティー

◆対　象…23歳～おおむね45歳までの独身男女

　　　　　（ただし男性は市内に居住する農業青年）

◆参加料…男性４,０００円　女性２,０００円

◆定　員…男女各２０人程度

■申込み…６月２５日（金）までに弘前市青年交

　　　　　流会実行委員会 ( 市農業委員会事務局

　　　　　内 ) ☎８２－１６３８、又はメール：

　　　　　nougyou@city.hirosaki.lg.jp へ 

弘前市青年交流会実行委員会では、交流会を企画・運営
する実行委員を募集中です。楽しい交流会を一緒に考え
てみませんか。詳しくは市青年交流会実行委員会へ。

23年産果樹共済掛け金等一覧表（100箱当たり)
23年産半相殺総合一般方式　　　　　　　                      　　　　　　　　　（単位：円）

23年産
加入申込み
受付中！

農 業 ひ ろ さ き農 業 ひ ろ さ き （４）2010年（平成22年）６月１日 第52号

類細区分 品　　　　　　種
共済金額

（最高補償額）

農家負担額

共済掛金 賦　課　金 合　　計

１ 

類

２ 

類

３ 

類

1 群 つがる・未希ライフ・きおう等 208,000

205,000

240,000

198,000

166,000

239,000

182,000

2,808

2,768

9,720

8,019

6,723

10,038

7,644

1,664

1,640

1,920

1,584

1,328

1,912

1,456

4,472

4,408

11,640

9,603

8,051

11,950

9,100

祝・ネロ２６号等

ひろさきふじ・世界一・シナノスイート等

ジョナゴールド・陸奥等

北斗・レッドゴールド等

ふじ・シナノゴールド等

王林・金星等

2 群

1 群

2 群

3 群

1 群

2 群

農
地
転
用
の
前
に…

農
振
除
外
申
出

８
月
２
日
締
切
り
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お
知
ら
せ

 

農
業
者
年
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さ
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忘
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月
２
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